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※この他、合流部やトンネル入口部も急所箇所になりうる
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【事例】中央道　調布付近（上り線）
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○　今あるネットワークの効果を、最小コストで最大限発揮させる取組みとして、上り坂や
 トンネルなど構造上の要因で、速度が低下し、交通が集中する箇所をデータにより
 特定し、効果的に対策する取組みを実施。

「平日の通勤時間帯において、　

　○○を先頭に約○ｋｍの速度

　低下が発生。」

　高速道路における交通集中箇所のピンポイント渋滞対策


